
 

 

警戒ステージ２への移行及び対策（道案）に対する主な意見 

 

１ 専門家等の意見 

・警戒ステージの移行に賛成。感染状況は地域ごとに異なっているため、ステージ２

の施策は全道一律で良いが、ステージ３以降の施策は地域性を勘案すべき。 

・ステージ２への移行に異論はない。今後の動向を注視し、警戒ステージ３への移行

も検討が必要。 

・ステージ２への移行は妥当。経済への影響を最小限に抑えることを前提に取り組むべき。 

・ステージ２への移行は妥当。感染防止に対する緊張感が薄まってきたと感じてお

り、ステージの引き上げによって意識を高めていくことは必要。特に若者への意識

啓発を徹底するべき。 

・ステージ２への移行には異論なし。札幌対策の強化が重要であるため、札幌市と連携

して取組を進めるべき。 

・地方都市においても札幌との交流が多く見られる中、感染リスクを回避する意識が薄ら

いでおり、改めて注意喚起を行うことは良いと考える。 

 

２ 市町村・関係団体の意見 

・札幌市に関係する感染者が多いことから、ステージ２に移行し、対策を強化すべき。 

・警戒ステージの移行はやむを得ないと考えるが、ステージが移行しても、「新北海道

スタイル」を実践していくことで、北海道が観光地として安全な場所であることを

伝えていくことが重要。 

・ステージ２への移行はやむを得ないものと判断する。今後、インフルエンザとの同

時流行も見据えて、札幌市との連携を一層強化し、感染拡大防止対策、検査体制・

医療提供体制を充実していくことが必要。また、警戒ステージの引き上げを含め、

感染症対策を進めるに当たっては、経済との両立を大前提に対応すべき。 

・全道一律ではなく、特定の地域や業態を対象としたステージの引き上げの検討が必要。 

・ステージ移行の指標基準が達していない項目もあり、移行により影響が出る業種もある

と考えられることから、慎重な総合判断により対応するべき。 

・生徒や児童は風邪症状があっても登校してしまうケースがよく見られるため、生徒や

児童にもわかりすいメッセージを加えるとよい。 

 

資料３ 


